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１．調査の設計 

（１）調査の趣旨 

 第４次館山市総合計画を策定するにあたり、次代を担う若者の将来に対する意向を

把握し、市の課題解決につながる取組（特に若者の定住促進）の参考とするために実

施するもの。 

 

（２）調査の方法 

(ｱ) 協力学校 

安房地域にある下記の８高等学校 の２年生   

１．国立館山海上技術学校 

２．安房特別支援学校 

３．安房高等学校 

４．館山総合高等学校 

５．安房西高等学校 

６．長狭高等学校 

７．安房拓心高等学校 

８．文理開成高等学校 

 

(ｲ) 調査方法 

・ 学校を通して調査票を配付・回収 

 

(ｳ) 調査時期 

平成 26 年 11 月 4 日～12 月 5 日 

 

(ｴ) 調査結果の見方 

・ 集計結果は各設問の標本数を 100％とした百分比（％）で表示した。原則として小

数点第 2 位を四捨五入してあるため、その結果としてこの比率の合計が 100％にな

らないこともありうる。 

・ 1 人の回答者に 2 つ以上の回答を認めた設問では、百分比（％）の合計は、100％を

上回る場合がある。 

・ 本文中の「ｎ」はその設問についての有効回答数を示している。 

・ 文中の「ＳＡ」、「ＭＡ」は以下の略称である。 

・ 「ＳＡ」（Single Answer）：単一回答形式 

・ 「ＭＡ」（Multiple Answer）：複数回答形式 

・ 本文中のグラフ、表中の選択肢は、見やすさに配慮するために、語句を簡略化した

表記としてある場合がある。 

・ 本文中のグラフは、見やすさを配慮し、複数のものをまとめてある場合がある。 
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２．調査結果 

（１）回答者プロフィール 

 

① 学校 

・ 回答者の学校別割合は、安房高校が最も割合が高く、次いで長狭高校、安房拓心高

校などとなった。 

図表番号 １  年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 性別 

・ 性別は、男性 52.1％、女性 47.0％と、ほぼ半数ずつとなった。 

 

図表番号 ２  性別 

 

 

国立館山

海上技術

学校
3.6%

安房特

別支援

学校
1.5%

安房高校

31.5%

館山総合

高校

15.8%

安房西高

校

11.6%

長狭高校

17.7%

安房拓心

高校

16.6%

文理開

成高校

1.6%

学校名

学校名 件数

国立館山海上技術学校 32

安房特別支援学校 13

安房高校 279

館山総合高校 140

安房西高校 103

長狭高校 157

安房拓心高校 147

文理開成高校 14

計 885

男

52.1%

女

47.0%

無回答

0.9%

性別
n=885
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③ 学科 

・ 回答者の学科は、普通科が 62.5％と多数を占めるが、家政科、商業科等多岐にわた

る。 

・ その他では「総合学科」が多数を占めている。 

 

図表番号 ３ 学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 居住地域 

・ 回答者の居住地域は、「館山市外の安房地域」が最も割合が高く 52.9％となり、「館

山市内」は 40.8％、「安房地域以外」は 5.2％となった。 

 

 

図表番号 ４  居住地域 

 

 

 

 

普通科

62.5%

工業科

3.7%

家政科

4.2%

商業科

4.2%

海洋科

3.2%

その他

20.2%

無回答

2.0%

学科n=885

館山市内

40.8%

館山市外

の安房地

域
52.9%

その他地

域

5.2%

無回答

1.1%
居住地域

n=885
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⑤ 今住んでいる地域の好き嫌い 

・ 現在住んでいる地域（地元）の好き嫌いでは、「好き」が 59.8％と半数を超え、「嫌

い」は 7.1％と少数となった。「どちらとも言えない」は３割を占めた。 

・ 好きな理由では「自然がある」が最も件数が多く、「人が良い」、「住みやすい」、

「（買い物など生活に）不便なし」「落ち着く」などが続いている。 

・ 嫌いな理由は少数だが、「交通が不便」、「田舎」、「遊ぶところがない」などとなっ

た。 

図表番号 ５ 今住んでいる地域の好き嫌い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表番号 ６ 好きな理由（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表番号 ７ 嫌いな理由（自由記述）

好き

59.8%

きらい

7.1%

どちらとも

言えない

33.2%

今住んでいる地域の好き嫌い

n=885

順位 理由 件数 順位 理由 件数
1 自然がある 95 21 なんとなく 6
2 人が良い 59 のんびりできる 6
3 住みやすい 36 23 おだやか 5
4 （買い物など生活に）不便なし 32 食べ物がおいしい 5
5 落ち着く 27 人が少ない 5
6 海がある 24 暖かい 5
7 海・山がある 22 地元だから 5
8 海がきれい 21 都会に近い 5
9 空気がきれい 21 29 いいところ 4
10 住みなれている 21 きれい 4
11 生まれ育った 19 にぎわいがある 4

静か 19 気候が良い 4
13 安全（犯罪少ない） 16 33 花がある 3
14 好きだから 14 景観 3
15 祭り 12 35 きらいじゃない 2
16 海が近い 11 ゆっくりできる 2

楽しい 11 山がある 2
18 田舎 9 住みごこちが良い 2
19 平和 8 星が見える 2
20 のどか 7

順位 理由 件数
1 交通が不便 8
2 田舎 5
3 遊ぶところがない 5
4 買物するところがない 4
5 何もない 3
6 治安が悪い 2
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・ 現在住んでいる地域（地元）の好き嫌いでは、「好き」が 59.8％と半数を超え、「嫌

い」は 7.1％と少数だった。「どちらとも言えない」は３割を占めた。 

・ 現在住んでいる地域（地元）の好き嫌いを、居住地別にみると、「安房地域以外」

では「好き」が 73.9％と最も高く、「館山市内」が 55.4％と最も低くなった。 

・ 「嫌い」の割合は、「館山市内」で 9.1％と最も高い。 

 

図表番号 ８  今住んでいる地域の好き嫌い（居住地別） 

 

 

 

 55.4

61.8

73.9

9.1

5.6

6.5

35.5

32.5

19.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

館山市内（n=362)

館山市外の安房地域

（n=467)

安房地域以外（n=46)

好き

きらい

どちらとも言

えない

無回答
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⑥ 定住意向 

・ 住んでいる場所での定住意向は、「一度は外へ出てみたいが、いずれは地元に戻っ

てきたい」が最も割合が高く、40.8％となった。 

・ 「どこかへ移り住みたい」も 34.4％と２番目に高い割合となった。 

・ 「できれば、ずっと住み続けたい」は 11.0％と１割であった。 

 

図表番号 ９  定住意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 定住意向を居住地別にみると、「できれば、ずっと住み続けたい」は安房地域以外

で最も割合が高く 19.6％となり、「館山市外の安房地域」（9.2％）の２倍の割合と

なった。 

 

図表番号 １０ 定住意向（居住地別） 

 

 

できれば、

ずっと住み

続けたい
11.0%

一度は外へ

出てみたい

が、いずれ

は地元に

戻ってきたい

40.8%

どこかへ移り

住みたい

34.4%

その他

1.0%

わからない

12.2% 無回答

0.7%

住んでいる場所での定住意向n=885

12.5

9.2

19.6

36.8

44

41.3

37.1

33.5

26.1

1.1

0.9

2.2

12.5

12.4

10.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

館山市内（n=361)

館山市外の安房地域

（n=468)

安房地域以外（n=46)

できれば、ずっと住み

続けたい

一度は外へ出てみた

いが、いずれは地元

に戻ってきたい
どこかへ移り住みた

い

その他

わからない
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⑦ 進路 

・ 卒業後の進路については、「進学」が 58.1％、「就職」が 31.5％となった。 

 

図表番号 １１ 卒業後の進路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 現在気になっていること 

・ 現在気になっていることは、「進路」が最も割合が高く 69.7％、次いで「成績」が

52.2％となり、この２項目に回答が集中した。 

・ 「部活動」や「友人との人間関係」は２割程度となった。 

 

図表番号 １２ 現在気になっていること 

 

 

 

 

 

 

 

進学

58.1%

就職

31.5%

その他
9.2%

まだ決め

ていない

0.0%

無回答

1.2%

卒業後の進路n=885

69.7

52.2

20.2

19.0

12.7

9.0

8.7

8.4

8.1

4.2

2.3

0.6

2.5

7.6

1.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

進路

成績

部活動

友人との人間関係

お小遣いなどの金銭関係

異性との付き合い

自分の容姿

ゲーム

パソコン・スマホなどの情報メディア

家族との関係

自分に対する親の期待

先生との人間関係

その他

特にない

無回答

現在気になっていること
（％）n=885
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⑨ 将来就きたい仕事 

・ 将来就きたい仕事では、「医療関係」が最も割合が高く 20.5％、次いで「公務員・

団体職員」が 16.0％、「教育・保育関係」が 15.1％となった。 

・ 「飲食業・販売業関係」（11.3％）「理容・美容・ファッション関係」（10.6％）も

１割あまりみられた。 

 

図表番号 １３  将来就きたい仕事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.5

16.0

15.1

11.3

10.6

8.7

8.1

7.9

7.5

7.1

6.9

6.7

6.3

6.3

5.1

4.9

4.7

3.4

2.5

2.3

2.1

5.0

6.9

2.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

医療関係

公務員・団体職員

教育・保育関係

飲食業・販売業関係

理容・美容・ファッション関係

スポーツ関係

航空・船舶・運輸業関係

福祉・介護関係

工業・製造業関係

学術・研究・芸術関係

観光・旅行・ホテル関係

建築・土木・建設関係

情報・通信・ＩＴ関係

動物・ペット関係

事務職系

農林業・漁業・畜産業関係

報道・芸能・広告関係

営業職系

金融・証券・保険関係

起業家・自営業者

専門職系

その他

わからない

無回答

将来就きたい仕事 （％）n=885
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⑩ 地元での就職意向 

・ 地元での就職意向は、「地元で就職したい」は 43.6％と半数に満たなかった。 

・ 「地元で就職したいと思わない」（18.8％）より「わからない」（34.9％）が高かっ

た。 

 

図表番号 １４ 地元での就職意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 地元での就職意向を居住地域別にみると、「地元で就職したい」はいずれの地域も

４割強を占め、大きな違いはみられなかった。 

・ 安房地域以外では「わからない」と「地元で就職したい」の割合が同じになった。 

 

図表番号 １５ 地元での就職意向（居住地別） 

 

 

 

地元で就

職したい

43.6%

地元で就

職したい

と思わな

い

18.8%

わからな

い

34.9%

無回答

2.7%

地元での就職意向

n=885

43.5

43.8

43.5

19.1

19.2

8.7

34.1

35.3

43.5

3.3

1.7

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

館山市内（n=361)

館山市外の安房地域

（n=468)

その他地域（n=46)

そう思う そうは思わない わからない 無回答
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⑪ 望ましいまち 

・ 望ましいまちでは、「防災・防犯・交通安全などの体制が整った、安心・安全なま

ち」（37.3％）が最も割合が高く、次いで「多くの店が立ち並び、ショッピングや

飲食が楽しめるまち」（33.0％）、「豊かな自然と環境が守られた美しいまち」

（31.9％）、「趣味や娯楽、スポーツ施設などが充実し、心身ともに健やかに暮らす

ことができるまち」（24.2％）となった。 

・ まちのにぎわいにつながる項目が、上位となっているところが特徴といえる。 

 

図表番号 １６ 望ましいまち 

図表番号 １７  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表番号 １８ 訪問を決めた人の性別 

 

 

 

68.6

69.9

67.8

31.4

30.1

32.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=1,055)

首都圏

(n=425）

千葉県

(n=630)

男 女

37.3

33.0

32.0

24.2

19.8

19.4

17.2

16.4

13.3

11.1

9.4

8.9

7.5

3.3

2.5

3.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

防災・防犯・交通安全などの

体制が整った、安心・安全なまち

多くの店が立ち並び、ショッピングや

飲食が楽しめるまち

豊かな自然と環境が守られた美しいまち

趣味や娯楽、スポーツ施設などが充実し、

心身ともに健やかに暮らすことができるまち

医療・福祉・介護・保健サービスが充実し、

健康で元気に暮らすことができるまち

住宅・道路・公共交通などが整備され、

便利で快適に暮らせるまち

市民どうしの交流や地域活動が活発な、

心の通う助け合いのまち

教育・子育て環境が充実し、子どもが

のびのびと育つことができるまち

商工業や観光などの産業が発展し、

働く場に恵まれたまち

コンサートやイベントなどが

盛んに開催され、若者でにぎわうまち

デザイン性の高い、オシャレで

洗練されたリゾートのまち

国内外から多くの人々が訪れる、

観光・交流の盛んなまち

地元で採れた安全で新鮮な食べ物が

いつでも手に入る、農林水産業が盛んなまち

歴史や文化・芸術を活かした

教養と気品にあふれたまち

その他

無回答

望ましいまち （％）n=885
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・ 望ましいまちを居住地域別に上位５項目でみると、「館山市内」では「防災・防犯・

交通安全などの体制が整った、安心・安全なまち」と「多くの店が立ち並び、ショ

ッピングや飲食が楽しめるまち」が並んで高く、「趣味や娯楽、スポーツ施設など

が充実し、心身ともに健やかに暮らすことができるまち」も他の地域に比べて高く

なっている。 

・ 「館山市外の安房地域」や「安房地域以外」では、「防災・防犯・交通安全などの

体制が整った、安心・安全なまち」が最も割合が高くなった。 

 

図表番号 １９ 望ましいまち（居住地域別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.0

36.0

30.2

25.8

16.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

防災・防犯・交通安全などの体制が整った、

安心・安全なまち

多くの店が立ち並び、ショッピングや

飲食が楽しめるまち

豊かな自然と環境が守られた美しいまち

趣味や娯楽、スポーツ施設などが充実し、心身

ともに健やかに暮らすことができるまち

医療・福祉・介護・保健サービスが充実し、健康

で元気に暮らすことができるまち

館山市内

館山市外の安

房地域
安房地域以外


